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・「茨城新聞」の発行

・スポーツや文化関連イベントの企画・運営

・デジタルメディアの運用

ホームページ

随行する主な経営者

プログラムコンセプト

企業所在地 〒

又は　実習先

最寄駅→徒歩距離

①

②

・ 応募に際して、参加申込書に「応募動機」「茨城県への思い」をご記入ください

　～ずっと　地域とともに～

沼田　安広

2015年　取締役　総務局長兼人事部長

役職 代表取締役社長 氏名

売上高 39億4000万円

https://ibarakinews.jp/top.php 業　種 情報通信業

常磐線　水戸駅⇒バス「県庁前」下車⇒徒歩３分

令和４年度「UIJターン・地元定着支援強化事業」いばらきプログラム

～経営者随行インターンシップ～　　企業紹介書

企業名 法人設立 1891年7月

事業内容

資本金 5,000万円

企業ＰＲ

茨城新聞社は創刊以来130年以上「地域密着」をモットーに、県内ニュースをメインに読者にとっ

て必要な情報を届けています。これからも、様々な媒体で茨城県の総合情報企業として社会問

題や地域の課題解決に向け、県民・読者とともに考えていきます。

令和　４年 5月 30日

従業員数 211人

茨城県水戸市笠原町978-25　茨城県開発公社ビル3F

310-8686

経営者プロフィール

1982年　茨城新聞社入社

2008年　編集局報道本部報道部長

2014年　総務局長兼人事部長

2017年　常務取締役

2019年　代表取締役社長就任

「聴く力」と「書く力」を身につける1Day記者体験

プログラム内容

③先輩記者との座談会

①新聞の読み方や記事の書き方、コツを先輩記者がレクチャー

②トップインタビュー

インターンシップ実施日

8月18日（木）13:30～16:00　　募集人数5名

1月20日（金）13:30～16:00　　募集人数5名

本社外観 取材風景 紙面レイアウト作成中

参加学生への

メッセージ（要望等）

応募に際して

＜企業紹介用画像＞

「自分で考えて行動できる」「前向き」「人と接することが好き」ひとつでも当てはまる方はぜひご応

募ください。新聞社に限らず、社会人として仕事をするうえで「聴く力」と「書く力」はとても重要なス

キルの一つです。ワークを通じた記者体験で、傾聴＆文章のコツを学びませんか。


